
  

【作
者
】江
馬
細
香
（一
七
八
七
～
一
八
六
三
年
）（
天
明
七
年
～
文
久
元
年
）・
江
戸
末
期
の
女
流
詩
人
。
文
人
画
家
。
名
は
大
保
。
号
は
湘
夢
。
美
濃
大
垣
の
人
。
蘭
医
江

馬
蘭
齋
の
二
女
。
美
濃
に
来
遊
し
た
頼
山
陽
に
漢
詩
文
を
学
び
、
浦
上
春
琴
に
画
法
を
学
ぶ
。
頼
山
陽
は
彼
女
に
求
婚
す
る
が
、
父
、
江
馬
蘭
斎
が
許
さ
な
か
っ

た
た
め
、
一
生
独
身
で
過
ご
し
た
。 

【語
釈
】＊
雨
晴…

雨
が
上
が
っ
て
晴
れ
る
。  

＊
庭
上…

庭
先
。  

＊
竹
風…
竹
の
間
を
吹
き
抜
け
る
風
。  

＊
新
月…

こ
こ
で
は､

三
日
月
の
こ
と
に
な
る
。 

＊
如
眉…

マ
ユ
の
よ
う
な
。 

＊
繊
影…

細
い
月
影
。 

＊
斜…

斜
め
に
な
っ
て
い
る
。
西
空
に
沈
も
う
と
し
て
い
る
。 

＊
深
夜…

夜
更
け
。
真
夜
中
。 

＊
貪
涼…

涼
を
採
る
。  

＊
暗
香…

秘
や
か
に
漂
っ
て
く
る
香
り
。  

＊
和
枕…

マ
ク
ラ
に
和
す
。
鬢
付
け
油
の
香
り
が
染
み
込
ん
だ
マ
ク
ラ
と
ネ
ム
ノ
キ
の
花

の
匂
い
が
一
緒
に
な
っ
て
く
る
。  

＊
合
歓
花…

ネ
ム
ノ
キ
の
花
。
花
は
夕
方
に
開
く
。
マ
メ
科
の
落
葉
高
木
。
六
～
七
月
、
淡
紅
色
の
小
さ
な
花
を
著
け
る
。 

【
通
釈
】雨
上
が
り
の
庭
先
は
、
竹
の
間
を
吹
き
抜
け
る
風
が
多
く
、
葉
擦
れ
の
音
を
た
て
て
い
る
。
三
日
月
は
マ
ユ
の
よ
う
な
細
い
形
を
し
て
、
西
空
に
沈
も
う
と
し
て
い
る
。 

夜
が
更
け
て
も
、
涼
を
採
る
た
め
に
窓
を
閉
め
る
気
が
な
い
の
で
、
窓
を
開
け
て
い
る
の
で
秘
や
か
に
漂
っ
て
く
る
ネ
ム
ノ
キ
の
花
の
香
り
が
、
マ
ク
ラ
の
匂
い
に
和
し

て
、
ネ
ム
ノ
キ
の
花
の
匂
い
が
す
る
。 

【備
考
】裏
の
意
は
、
マ
ク
ラ
に
合
歓
（男
女
の
歓
び
）の
匂
い
が
残
っ
て
お
り
、
幽
か
に
漂
っ
て
く
る
、
に
な
る
。
頼
山
陽
を
偲
ん
で
い
る
の
を
暗
に
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 


